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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　並列にボディダイオードを有し、順方向と逆方向との双方向の電流をスイッチングでき
るスイッチング素子を備えた半導体素子と、前記スイッチング素子のオン－オフを制御す
るための制御回路とを備えた電力用スイッチング回路を直列接続し、この接続点を出力端
子とし、前記電力用スイッチング回路の他方の端子を直流電源に接続される入力端子とし
、前記直列接続された電力用スイッチング回路のスイッチング素子を交互にオン・オフす
ることにより前記出力端子から誘導性負荷に電流を流すように構成された同期整流回路に
おいて、
前記半導体素子は、並列にメインボディダイオードを有するメインスイッチング素子から
成るメインセルと、並列にセンスボディダイオードを有するセンススイッチング素子から
成るセンスセルとを備え、
前記電力用スイッチング回路においてスイッチング素子の順方向に電流を流す期間は、当
該電力用スイッチング回路の制御回路は、この制御回路へ入力される所定の入力信号に基
づいて当該電力用スイッチング回路におけるスイッチング素子を制御し、
前記電力用スイッチング回路においてスイッチング素子の逆方向に電流を流す期間は、当
該電力用スイッチング回路の制御回路は、前記センスセルを流れる全電流を用い、当該電
力用スイッチング回路の半導体素子の動作中のパラメータの値を検出し、この検出された
パラメータの値に基づいて作成された制御信号により当該電力用スイッチング回路のスイ
ッチング素子を制御することを特徴とする同期整流回路。
【請求項２】
　前記制御回路は、前記スイッチング素子の逆方向に電流を流すスイッチング素子を制御
する制御信号を、当該制御対象のスイッチング素子を有する半導体素子の前記センスセル
に流れる電流を検出し、この検出された電流に基づいて作成することを特徴とする請求項
１に記載の同期整流回路。
【請求項３】
　前記制御回路は、前記スイッチング素子の逆方向に電流を流すスイッチング素子を制御
する制御信号を、当該制御対象のスイッチング素子を有する半導体素子の前記センスセル
に流れる電流を検出し、この検出した電流の変化率に基づいて作成することを特徴とする
請求項１または２に記載の同期整流回路。
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【請求項４】
　前記半導体素子と並列に還流ダイオードを備えたことを特徴とする請求項１に記載の同
期整流回路。
【請求項５】
　前記制御回路は、前記スイッチング素子の逆方向に電流を流すスイッチング素子を制御
する制御信号を、当該制御対象のスイッチング素子を有する半導体素子に発生する電圧に
基づいて作成することを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の同期整流回路
。
【請求項６】
　前記制御回路は、前記スイッチング素子の逆方向に電流を流すために作成する制御信号
のうち、オンまたはオフのいずれか一方の信号を、前記制御回路へ入力される所定の入力
信号に基づいて作成することを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の同期整
流回路。
【請求項７】
　前記制御回路は、当該制御対象のスイッチング素子を備えた半導体素子における検出さ
れた動作パラメータの値に基づいて作成された制御信号により前記スイッチング素子を制
御する場合には、所定の入力信号に基づいて前記スイッチング素子を制御する場合よりも
制御対象のスイッチング素子をオン・オフさせるスイッチング速度を早くするためのスイ
ッチング速度調節回路を備えたことを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に記載の
同期整流回路。
【請求項８】
　前記スイッチング素子がワイドバンドギャップ半導体により形成されていることを特徴
とする請求項１から７のいずれか１項に記載の同期整流回路。
【請求項９】
　前記ワイドバンドギャップ半導体の材料は、炭化珪素、窒化ガリウム系材料、ダイヤモ
ンドのいずれかの材料であることを特徴とする請求項８に記載の同期整流回路。
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